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 各校の地域の交通安全教育センターとしての活動

芦田川自動車学校フタバ自動車学校

備南自動車学校　山陽自動車学校

福山平成大学において、新入生250名に対し交通安
全講習会を実施。
令和3.4.9

中国電力㈱福山営業所の若手社員4人に安全運転
講習を開催。
令和3.9.27

三原自動車学校

毎年研修内容を変え、地元企業に講義と実技の交
通安全研修を実施（今年の研修者は31名）。
令和3.10.12～10.18（計7回実施）

如水館中高生440人に県内や三原市内の自転車事
故の傾向と安全な通行方法等について講演を実施。
令和3.4.1

春の交通安全運動中、卒業生・在校生を対象に、飲
酒運転防止等についての交通安全教室を開催。
令和3.4.10

コスモドライビングスクール

仮免許の高校生が起こした死亡事故について、仮免
取得者によるディスカッションの実施。
令和3.10.23
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広島県府中自動車学校東洋自動車学校

東広島自動車学校道祖園自動車学校

交通安全運動期間中における小学校周辺での児童
通学時の横断誘導活動。
令和3.9.21

隣接する短期大学校職員を対象とした安全運転研
修の実施。
令和3.7.28

秋の全国交通安全運動中、広島大学付近設置のデ
ジタルサイネージを使った啓発運動を実施。
令和3.9.21～9.30

職員による各期交通安全運動開始日における教習
所周辺の市道清掃活動の実施。
令和3.9.21

広島県尾道自動車学校ロイヤルドライビングスクール

認知機能検査受検者に、ペダル踏み間違い時加速
抑制装置を備えた車両の体験乗車会を実施。
令和3.9.28

「人と地域のお役に立
つ」その為に、関連企業
とも協力し、第一次～第
三次産業を体験できるイ
ンターンシップを実施。第
4回学生が選ぶインター
ンシップアワードの優秀
賞を受賞しました。
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賀茂自動車学校竹原自動車学校

三次インター自動車学校呉自動車学校

全国交通安全運動初日、自校門前で、通勤途中のド
ライバーに対し交通安全を啓発。
令和3.9.21

ペダル踏み間違い時加速抑制装置の実車体験会
開催。高齢者講習修了後、装置の作動状況を体験。
令和3.9.28～9.29

中国電力検針員に対する認定教育中「ペダル踏み
間違い時加速抑制装置の体験会」を実施。　
令和3.10.29

呉自動車学校所内コースでの中国電力関連会社の
四輪車交通事故防止研修会。　
令和3.10.23

江田島自動車学校テクノ自動車学校

「二輪車安全運転講習会」江田島・呉地区からライダ
ー23名が集結、快晴で絶好の講習日和。
令和3.5.3

各交通安全運動に伴う啓発活動。懸垂幕と幟旗の
街頭掲出、全車へのマグネット式看板を掲示。
令和3.9.29
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ロイヤルドライビングスクール広島高陽自動車学校

広島中央自動車学校沼田自動車学校

広島工業大学専門学校の新入生に対し、登下校時の
二輪車・自転車の安全利用方法等について講習を実施。
令和3.4.19

「企業研修の一場面」タイヤ交換作業。ジャッキを何
処へどう当てるのだったか・・・（泣）？
令和3.10.13

広島市中消防局員が教習コースを活用し、夜間緊急
走行中の交通事故防止のための実践訓練を実施。
令和3.10.24

「みんなで歩行者事故ゼロプロジェクト」の告知をHP
や、交通広告（アストラムライン）などに掲出。

廿日市自動車学校広島県三次自動車学校

廿日市署員等と共にJR駅前において、反射材等を配
布し自転車安全運転の広報活動を実施。
令和3.9.27

夏休み中の交通事故防止を目的に、小学生に対する
自転車安全教室を開催。
令和3.7.17



25

中国自動車学校早稲田自動車学園

教習指導員 4～ 5 人が県立広島大学前交差点に
立ち、ルール遵守の声掛け等交通安全指導を実施。
令和 3.4.6 ～ 4.15

今年もコロナ禍のため少人数での交通安全運転研
修会を実施。
令和 3.9.27

可部自動車学校海田自動車学校

北広島町立千代田中学校生徒 267名を対象に交通安
全教室を実施。
令和 3.6.30

「交通事故に絶対遭わないように」との願いを込め、各
団体の共催開催で地元の幼稚園児 220名に交通安全
教室を実施。　令和 3.10.13

ちょっと一息②
　安芸高田市甲田町にある宍戸氏の居城「五龍城」は、南北
に細長い丘陵尾根上に造られた山城です。写真は城の南端
部分（裏手）で、尾根の中央を幅１メートル程残し、その両側
を山裾までえぐってあります（残された部分を「土橋」と言いま
す）。写真の手前は本丸方向ですが、十数メートルの崖が立ち
はだかっており、敵が土橋を渡ろうとすれば、崖の上からの狙
い打ちに遭います。
　城の北側（正面）と側面は二本の川に挟まれ、これが天然
の堀を成しているなど守りは堅く、麓の看板には「毛利氏も幾度か城を攻めたが落城させられな
かった」との記載があります（宍戸隆家と元就の娘との婚姻により和睦、元就の傘下へ）。


